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【資 料】

牛繁殖技術国際ワ ー クショップ

(2018年10月 、 ハ ノイ 、 ベ トナム）の概要

ベトナムは、 日本の国土から九州を除いた面積に、

9.370万人(2017年現在） の人口を擁し、 南アジアでも

経済発展の著しい国の一つである。 ベトナムの主要産業

の一つは農林水産業であり、 主な農産物は米であるが、

牛と水牛の飼養頭数も多い。 水牛が約250万頭、 牛が565

万頭で、 合わせると800万頭を超える。 牛の大部分は肉

牛で、 乳牛は30万頭程度に過ぎず(2017年）、 牛乳の国

内自給率は約30%である。 その一 方で、 好調な経済発展

に伴って、 牛肉、 牛乳、 乳製品の需要が増してきており、

牛肉生産と酪農の振興は、 政府の重要な施策に位置付け

られている。

肉牛と乳牛の飼養頭数を増やし、 生産性 を上げる上で

鍵になるのは、 言うまでもなく繁殖技術の向上である。

しかしながら、 ベトナムでは、 獣医学教育の整備充実が

著しく遅れており、 これまで、 牛の繁殖領域の専門家や

技術者があまり育っていなかったことから、 生産現場で

の繁殖技術には課題が多かった。

筆者は、かつて、広島大学と山口大学に在職中 に、JICA

のベトナム牛人工授精技術向上プロジェクトに短期専門

家として参加した。 その縁で、 ベトナム国立農科大学獣

医学部外科繁殖学講座の助手(Dr. S.T. Long)が、 日

本大使館推應による国費留学生として、 山口大学連合大

学院に入学し、 5年間(2005~2010)、 籠者とともに、

熱心に乳牛の繁殖に関する臨床的研究に取り組んだ。 そ

の彼が、 帰国後にベトナム農科大学獣医外科繁殖学講座

主任となり、 現在、 ベトナムにおける乳牛繁殖分野の第
一人者として、 指導的役割を果たしているのは心強い限

りである。

2018年10月22日、 ベトナム農科大学主催の牛繁殖技術

国際ワ ークショップがハノイで開催された。 これは、 ベ

ルギ ー の国際協力機関からの助成によるプロジェクト

「牛胚の生産と移植技術の向上」の一環として行われた

もので、 組織委員長を務めたのが、 Dr. Longであった。

当初、 ベ ルギー の大学の繁殖学専門家の招聘も計画され

ていたが、 調整が付かず、 見送られたとのこと。

中 尾 敏 彦

元山口大学農学部

写真 1 : ワ ー クショップの開会式 前列左から、 ベル
ギ一国際協力機関代表、 ベトナム政府関係者代
表、 ベトナム農科大学獣医学部長、 副学長

ワ ークショップは、 基調講演l題と招待講演および一

般講演10題からなり、 ベトナム農科大学獣医学部を始め、

国内の他の獣医系大学、 畜産研究所、 畜産関係機関、 畜

産関係団体などから、 100名近くの参加があり、 活発な

質疑応答が行われた。

ワ ークショップにおける基調講演と一般講演の概要は

次のとおりである。

1. 基調講演「牛の繁殖管理におけるプロジェステロン

の応用」Toshihiko Nakao (元山口大学農学部）

牛の繁殖管理の基本は、高い発情発見率（授精実施率）

と高い受胎率をあげることにある。 腔内留置型プロジェ

ステロン(P4)に代表される外因性p4は、 分娩後の卵

巣静止による無発清の治療、 排卵同期化・定時授精プロ

トコ ー ルとの併用による排卵同期化率と受胎率の向上、

授精前の投与による正常な卵胞成熟の促進と受胎率向上、

授精後の投与による胚死滅の減少などに有効である。 ま

た、 授精後 5日目にhCGを投与してdominant follicle 

の排卵を誘起し、 その後に形成される黄体から分泌され

る内因性のPバこよって血中p4濃度を増加させ、 受胎率

を向上させることが可能とされている。 牛の繁殖生理を

よく理解して、p4を適切に応用すれば、 繁殖成績の一
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